
































































語られる幻想空間の語りから、一九五〇年代後半の世界的問題とされ原水爆への想像力が文学領域でどのように活用された か考察することである。 「飛ぶ男」は、福永武彦の没後に、第三者が福永武彦という作家を語る際に幾度も活用されたテクストである。同時代評は少ないものの、後年 は日本文学全集やアンソロジーに幾度も「飛ぶ男」 収録されている
(
 )。複数の作家を取り上げるために掲載できる作品のボリューム









加した文学者の多く 福永武彦と同時期に活躍した戦後派であり、論争では彼ら戦後派が変容する社会情勢のなかでどのような文学を発信すかという問題が語られる。しかし、 論争 問題となった事象は、純文学論争自体では検討し切れていない点もある。た えば、論争 発端となった平野謙は論争のなかで「アクチュアルな文学」 概念を提示した
(
 )がこれはいわゆる「政治と文学」を念頭に置いた概念であり、
文学者と文学作品の主体性・自律性を自明視 ている。対して、福永武彦は、後に検討するように、文学作品は読 が読み、想像す ことで物語世界が展開するこ を重要視する。同時代の読者がどのような関心やイメージを共有しているのかを考慮して「アクチュアルな文学」を創りえるのかという問題が、平野謙の な立場では明らかにならな 。
したがって、第二に「飛ぶ男」で語られる想像力の所在を考察する必





















いて福永武彦自身を含めた戦後派文学者が沈黙を守り、作品が発表しないのは「下らない作品 澤山書くよりは、沈黙し 自分の主題を暖めかへしているといったふうに見える」 と前置きの上で以下のように述べた。
戦後派、特に敗戦直後に初めて小説を書き始めた連中の合言葉
は、 「革命」だったと僕は思う。革命のための文学、従って新進小説家の情熱は未来への預言者的な直感と、過去へ 悔恨と憤怒とに貫かれていた。そして革命とは社会的なそれを指すのみでなく、文学の上でも新しい革命が要求されていた。戦争協力 問題や転向の問題が、誰の心の中にもくすぶり、燃え続け、同時に 文学 新しい方向が社会的な面でも芸術的な面でも、小説家を内部から押し続けた。 （……）
それから段々に社会の方が軟化して来て、娯楽的要素が文学の中











年勃興した中間小説で可能となっていることが指摘される。伊藤整は「純文学」が「常にその時代と作者の人間性の触れ方のみを力点として追求して来た」ために、物語の語り方が限定的になり、扱えるテーマが限定されることを指摘する。具体例として、伊藤整は海音寺潮五郎『二本の銀杏』という時代小説を「大人の恋愛小説」と紹介し、 「現代に時を設定した小説の中で、また真剣さが告白と道徳意識の支配下にある私小説的風土 中では、このようなまともな恋愛小説は、極めて書き難い」と述べ、同様に深沢七郎『楢山節考』や石原慎太郎 谷崎潤一郎の作品に描かれる個我を超えた残忍さや性なども、個 ヒューマニズムを語る純文学の書き方では書き難いとする。
以上のような事例から、純文学が苦手としていたテーマが書ける推理
小説や時代小説と った、いわゆる 間小説が文学の主流 奪いつつあるのではないかと伊藤整は述べ 。
中間小説が純文学 苦手とする物語を書き得たことが、純文学論争と
福永武彦の作品を繋げる。先に伊藤整が指摘した〈純文学〉 欠点を慮すれば、現代 時空間と社会的制限のなかで〈純文学〉が存在 ことになる。また、個人のヒューマニズムを語る純文学にとって、個我を超える残忍さや性などのテーマが不得手である。対して、中間小説は〈現代〉から時空間や倫理性を異化することで、現代の事象を相対化できる。伊藤整の中間小説評価は「飛ぶ男」にも該当する。改めて 日野啓三「飛ぶ男」評が「われわれがすでにひそか 予感し実感しはじめている新しい時間・空間 リアリティに従って、いわゆ 現実的・人間的な小説を改めて基礎づけ直すこと」と指摘したことを振り返れば、 「飛
ぶ男」は既存のリアリズムを括弧に括ることで、現代という設定から生じる制約から離れることが可能となった。つまり、 『二本の銀杏』のような時代小説も、 「飛ぶ男」のような新しいリアリズムによった抽象・観念小説も、 〈現代世界を相対化する〉という機能から見れば等しい。
純文学論争で文学者たちは各々の把握した日本文学の現状を述べた。
論者ごとにその把握と評価は異なり、各主張の蓋然性を追求するのは本論の域を越える。しかし 戦後派文学者が鳴りを潜めるのと同時期に松本清張や水上勉などの中間小説作家が活動を始めたことは事実であり、高度経済成長期から戦後 日本文学が新しい時期に入 つつあったことは確かだ。そのような状況下で福永武彦も戦後 として、現代の状況を踏まえ対応していったこ が考えられ 。
整理すれば、平野謙や伊藤整が という既存概念が変容したと述



















「遠い花火」であってはならない。 （……） 「ロマン」の空間は、年々豊かに広くなりつつある自分の生活空間のすぐ向う側の 手の届くところに存在していなければならないのだ。
曾根博義は純文学論争と同時期において、歴史小説を支持した読者は
ロマンを求めたと述べるが、ロマンは歴史小説だけが書けるものではない。 「日常の生活を忘れてロマンティックな夢を味わわせてくれる」 、「 「ロマン」の空間は、年々豊かに広くなりつつある自分の生活空間のすぐ向う側の、手の届くところに存在していなければ らない」とあるように、現実の読者と同一の空間 起点に 虚構世界を展開させる文学作品であれば、ここで述べられているロマンの構造は抽出できる。
純文学論争の発端に井上靖『蒼き狼』などの歴史小説があった事実を








風俗小説はもともと純文学のうちでも、最も大衆文学に近い存在である。 （……）我が国でも「金色夜叉」や「不如帰」や「青春」が大衆小説なみに扱われたのは、その風俗的興味が読者に受けたことも、理由の一つに数えら るだろう。現代の推理小説は、その多くが、風俗的なパターンの上に立って犯罪事件を扱っているから、読者の眼は一種の面白い絵巻物の見るように 水平に、作者の筆のあとについていく。その意味では、推理小説は映画やテレヴィの原作という すぎな 。小説には小説固有 、一人 けの愉しみがあることは勿論だが、余分なところを刈り込めば ちゃん 一時間物テレヴィなり、二時間あまりのシネスコ り 、おさまってしまうことは確実である。もしこれが水平にで なく、垂直 、読者の心を沈めて行くよう ものであれば 推理小説 確か 文学 なろう
福永武彦は推理小説の流行の理由の一つとして、読者の 「風俗的興味」
に答えるような推理小説の通俗性を指摘する。ここで推理小説が書いている社会問題や風俗は「面白い絵巻物」のように読者が「水平」に消費したと述べる。つまり、作家が書 たこと そのまま消費するような読み方を指すのであろう。対立する「垂直」という概念を確認すれば「読者の心を沈めて行くようなもの」であり、 前に「一人だけの愉しみがある」 とされる 「文学」 の特徴を指していることが分かる。したがって、読者の心を惹く、個別的具体的な考えを深めるように思考させる が「垂直」性であると考えられる。
作者が制作した作品を読者自身の読みと思考で個別具体的な関心に深
めてゆくことを小説の「一人だけの愉しみ」としており、 「文学」の要素と考えている。読者の積極的参加なしに、作者が書いたものを消費するような小説が「推理小説」であるという は単純な図式ではあるが、それと対照される形で福永武彦 文学観が表明されることに注目する。読者の参加が必要だと考えていた福永武彦の文学にとって、原理的に読者が積極的に小説の虚構世界へ参入することが求められる。先の引用では「風俗的興味」 現在流行の推理小説に指摘されるのと同様に 福永武彦の文学にも読者の興味関心を喚起させる要素は必要 なる。言い換えれば、福永武彦の書く〈ロマン〉には 自分の生活空間 すぐ向う側の、手の届くところ 存在」することにくわえて、 「風俗的興味」が不可欠であろう。そもそも、読者の興味関心が湧くものでなければ、ロマンとして憧れることはない。福永武彦が書く〈ロマン〉とは、読者参入を必要とする〈作者が抱く 観 実践〉と、作品の通俗性を消費したいという〈同時代を生きる読者の興味関心〉 、二つの欲望のあだの緊張関係のなかで編成されたジャンルなのである。
四、 〈ロマン〉の表象方法、その設定




一九五八年前後の福永武彦も既存の純文学から逸脱するような創作を行っていた。「飛ぶ男」において〈ロマン〉は、どのような設定によって表象可能となるのか。 「飛ぶ男」は曾根博義が言及した歴史小説と同時期の小説であり がら、歴史小説とは異なる状況設定で〈ロマン〉を表象している。本節では「飛ぶ男」の本文を検討しながら、 〈ロマン〉を表象する状況設定を確認す 。「飛ぶ男」の物語は主人公「彼 焦点化された情景描写と「彼」の記憶によって展開する。また、先にも触れたとおり「彼」は入院中であり下半身不随、したがって物語の世界の中で移動ができないと説明される。
彼はベッドの上で一人きりだった。身体を動かし、右側が下にな
るようにゆっくりと寝返りを打ち、ドアの方、つまり窓とは反対の方向を向いた。ベッドのスプリングが厭な音を立てて軋んだ。彼はいつもは大抵仰向けに寝ていた。そして時々は左側が下になるような形に、窓の方に身体を向け 寝 肉体的には仰向けに寝るのが一番楽だった。それが一番抵抗が少ない しかし背中や肩が痛くなって来ると、どうしても横向きにならな わけにはいかない。そして横向きになることは身体に負担を掛けたから、長い時間を横向きのままでいることは出来ない。つまり横向きに寝ることは彼にとって一つの愉しみだった。
いまや彼は右側を下にして横になった。ドアが見え、そ 隣に鏡
が見え鏡の下に洗面台が見える。但し鏡と洗面台とは床頭台の蔭になっているから、半分ほどしか見えない。 にはベッド 映らないから従 寝ている彼の姿も映らない。
鏡には窓が、ベッドの左手




「彼」が寝たきりであるからこそ、移動することへの想像を語る必然性が生まれる。そして、 「彼」が憧れている外界は「窓」の外に見えると語られるが、この時に「鏡」が媒介される。 「鏡に映った窓は単なる虚妄にすぎない（……）しかしそれでも彼は暫くの間、その鏡に映っている窓をじっと見詰めていた」と語ら るように、 「彼」は実際の外界


















〈飛ぶ〉ことは、 「引力」や「地球」が消えて「宇宙ノ中ノ塵」になると語られるように、重力から解き放たれることで浮遊する様子が 〈飛ぶ〉ことだ。ここで〈飛ぶ〉という行為が「引力」 、 「地球」 、 「宇宙」などの科学的想像に拠っていること、そして「地球」が「粉々ニ砕ケ 「終リノ日」に〈飛ぶ〉 とが可能になる点に注目し い。 こ 参照 べき事実は、 「飛ぶ男」の一年前に福永武彦は小説を書いているということだ。福永武彦は船田学というペンネームで先に紹介した 地球を遠く離れて
(
)」という短編を書いている。物語の内容ではなく、修辞






持ってしまった以上、昔 国家的観念とやらは、持ちた ても持てやしない。科学上の秘密なんてものは、どうせ筒抜けにきまっ いる。戦争をしたくても、国というのが単に地域的区別にすぎない上、その住民が多少ずつとも混血している だから、戦争 ための理由がない
「モスコウ」から「ニューヨーク」
という現実世界では冷戦による対
立関係にあるアメリカとソ連二国の連絡の簡便さを強調する。ここでの距離の短さの強調は、現実では空間的距離以上に政治的対立によって距離が開いてしまった場所であることを念頭に置かれた修辞である。また、空間的距離が狭まったことにくわえて、人種的混淆から〈国家〉という観念が持てなくなったと語られる。直前にアメリカとソ連について暗示的に語られていることから、この「昔の国家的観念」とは、現実世界での冷戦 よって対立する米ソ 二国を含意している。「地球を遠く離れて」のように現実の社会問題を源泉とする科学的想像力は「飛ぶ男」にも通底し 。また、 「地球ハ粉々ニ砕ケ 宇宙ノ中ノ塵トナッテ消エ失セテシマウ」というように、都市や〈 〉で
はなく〈地球〉という水準で物語世界を語るという視点・想像力の活用が読み取れる。もちろん、文言が類似しているからといって「飛ぶ男」と「地球を遠 離れて」を短絡的に比較はできない。た えば「飛ぶ男」では「機械ガモットモット進歩シ ロケット操法ガ発達シ、遂ニ人間ハ空気ヲ抜ケ出シテ宇宙空間ヲ飛行シ、月ヤ火星マデ行ケルヨウニナルカモシレナイ。シカ ソレハ飛ブコ トハ関係ガナイ」と科学的技術による〈飛ぶ〉行為を明確に否定している。
だが、ロケットなどの科学技術によって〈機械を使って飛ぶ〉という
想像力があるからこそ〈機械を使わないで ぶ〉 、つまり鳥のように〈自分自身の力で飛べる存在になる〉 という想像力が対照的に生まれる。「ロケット」という文言を用いて自らの〈飛ぶ〉というイメージを説明している以上、 「飛ぶ男」は同時代の科学技術への想像力無しには叙述できない。同時代の科学技術が「飛ぶ男」の物語世界においては否定いう形で表現されるのだ。そのような意味で、当時の科学技術の発展（たとえば世界初の人工衛星、スプートニク一号の打ち上げ成功は一九五七年であり、 「地球を遠く離れて」の一年前）が小説テクストの想像力の一要素として考えられる。
また、作品から確認できる科学技術の想像力はロケットなど飛行にか







益よ、この苺だって」と言い がら、足許の畑から粒のいい苺を三つ四つもぎ取って、口の中へ放り込んだ。 「こんなに成長が早 のも、みんな宇宙線 影響よ。あなたもお上がんなさい」
この場面で宇宙線と対比によって放射線の危険性が「苺」という食品
と共に語られていることが重要だ。 「地球を遠く離れて」発表の四年前、一九五四年三月一日にアメリカのビキニ環礁における水爆実験によって、第五福竜丸の船員が被曝した。そして、 「死の灰」と呼ば る放射性物質に汚染された 「原爆マグロ」 市場に出回ってい 報道される。山本昭宏
(
)によれば、ビキニ環礁での水爆実験とそれに伴う 「原爆マグロ」
は日本各地で食品 の不安と結び付きながら報道された。つまり、一九五〇年代の半ばの日本において、原水爆の脅威は直接的な被爆・被曝だけではなく、食品汚染という形で日常生活に入り込む不安としても受け止められた。このように、 「地球を遠く離れて」 は食品という同時代性を帯びた形で原水爆 イメージが組み込まれている。
先に指摘した「飛ぶ男」の〈飛ぶ〉というイメージを支えるロケット































現実味を帯びる時代は同時に、高度経済成長期へと入る時代でもあり、顕在化しつつあった日常生活における不条理をご破算にす 〈終末〉としての想像力を「原水爆」のイメージが負うことになる。「飛ぶ男」の物語において、 「彼」が病を患っているのは、作者の実状況に同様の出来事があったにせよ、 〈ロマン〉を描く際に読者と地続きの空間として描くために必要な設定であった。外部＝日常世界から隔離され、焦点化された一人物から物語世界を表象する方法論のバリエーションとして、 〈病〉という設定が用いられる。 病〉の内実は問題 はらず、 〈病〉であることで生じる形式が重要 な 。この〈病 とい設定で生じる形式は歴史小説が現実世界と時空間を異にすることと同質の機能を果たす。以上のように、 〈病〉の設定で〈飛ぶ〉という荒唐無稽な欲望が語ら
れるのは、読者の現実世界 地続きの空間設定や想像力を用いて幻想的な世界を語ること、つまり〈ロマン〉の構築のためと考えられる。そのため、 「飛ぶ男」が発表される当時に問題化されつつあっ 〈純文学〉という概念の反省を含んでいると評価できる。という も、こ 小説採用する舞台やモチーフ 病院や〈病〉といった近代文学から多 用いられてきた〈純文学〉的なモチーフから空を飛ぶことや世界の終りを語るか だ。つまり、 〈純文学〉的モチーフか 〈非純文学 的な想像力を用いて物語を語るためである。
それゆえに「飛ぶ男」は幻想小説であるだけではない。私小説とも捉




は、外部から人が来ることのない廃れた水郷に訪れた主人公がそこに住む人たちの関係をただ眺め語ってゆく「廃市」 （一九五九年） 、東京から広島まで二四時間 けて運行する列車の客室で女性二人との三〇〇日間を回想する『死の島』 （一九六六～一九七一年）などにも認められる。つまり、福永武彦のキャリアのなかで〈ロマン〉を描く実践は広く確認できる。
また、 「飛ぶ男」の〈ロマン〉には原水爆にかんする当時の科学的想
像力が大きく影響している。原水爆による文明の滅亡という現実社会の不安を福永武彦はフィクションにおいて、不安 伴わない、崇高・恍惚のイメージとして語った「飛ぶ男」の原水爆のイメージを受け継いでゆくのが『死の島』だ。原水爆の崇高・恍惚のイメージは不安や恐怖、狂気といった感情を含め、より複雑な形で『死 島』で表象される。 『死の島』 主人公の一人、萌木素子が、戦後八年経った物 世界において広島 原爆体験想起する 「内部」 と呼ばれるパートでも原水爆のイメージは活用され 。萌木素子は広島に帰郷した際、夏の「太陽」から被曝体験の瞬間を想起する。
不意に太陽が白く燃えるのを見詰めると、その太陽の下で木も建物も河も、何もかも っぽくなる。道も広場も電車も人も、何もか白っぽくなる。そうすると空気までが白く不透明な粒子になって、




































































































福永武彦『死の島』 、 「内部」 『福永武彦全集』第一一巻（新潮社
九八八年）から引用。
　　　
(
)
注に同じ。
※福永武彦「飛ぶ男」のテクストは『福永武彦全集』第六巻（新潮社、一九八七年）に拠った。また、全集未収録の場合や「飛ぶ男」以外の福永武彦のテクストには注で典拠を示した。
